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６月15日（木）、全国土地改良事業団体連合会（会長・二階俊

博和歌山県土連会長）が主催する『農業農村整備の集い～農を守

り、地方を創る予算の確保に向けて～』が東京都千代田区の砂防

会館別館「シェーンバッハ・サボー」で開催され、全国から総勢

約1200名余が参集しました。 

はじめに、主催者挨拶で二階会長は「土地改良における男女共

同参画は、次代に向けた土地改良団体の強化のためには避けて

とおれない。土地改良を基盤に日本の農業のさらなる発展のた

めに、われわれは力を尽くさなければならない。」と挨拶されま

した。 

祝辞では、勝俣農林水産副大臣が「令和５年度には当初予算と

前年度補正予算を合わせて6134億円を確保し、皆様の期待に応

える規模となっている、今後とも必要な予算の確保に全力で取

り組んでまいりたい」と述べられました。さらに、全国水土里ネ

ット会長会議顧問の進藤金日子参議院議員が「食料安全保障の

強化と国土強靭化という国家的な課題を支えているのは土地改良である。予算確保に向けて頑張っ

てまいりたい」と述べられました。 

その後、令和６年度当初予算の確保など10項目を訴えた要請

文が前回一致で採択されました。 

引き続き、事例発表、宮崎雅夫参議院議員（全国水土里ネット

会長会議顧問）から情勢報告がされた後、ガンバロウ三唱で集い

の一切を終了しました。 

集い終了後、本県からの参加者にて県選出国会議員に対して

要請活動を行い、田中安来市長（県土連副会長）から要請書が手

渡されました。 
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６月24日（土）に益田市の「芸術文化センター グラントワ」

において島根県農業農村整備推進協議会主催の「ルーラル・ミー

ティングinしまね」が開催されました。 

ルーラル（rural）とは、田舎や農村の地域という意味で、持

続可能な社会の実現のため農業・農村の役割、その農業・農村を

下支えする農地と水を保全していく重要性について意見交換

し、循環型社会の維持・発展を目指すことを目的に毎年、場所を

替えて開催されるもので、本年は、県、市町、土地改良区の担当者及び多面的機能支払交付金に取

組む活動組織など総勢270名の参加がありました。 

はじめに島根県農業農村整備推進協議会理事で開催地益田市の山本浩章市長が挨拶され、続い

て『国の食料安全保障と食料・農業・農村政策の展開方向』と題して、進藤金日子参議院議員が食

料をめぐる国際的な動向、我が国の食料自給率の変化からみた食料・農業・農村政策の重要性を講

演されました。次に農林水産省農村振興局整備部設計課 瀧川拓哉氏からは基本法制定以降の農業

農村整備事業の進捗と課題を踏まえた『食料・農業・農村基本法の検証と農業農村整備事業の見直

しの方向』についての講演がありました。 

その後、行われたパネルディスカッションでは進藤参議院議

員、瀧川氏、草野祐一氏（有限会社アグリみと代表取締役）、宮

川有衣氏（益田市農業委員・専業農家）、中尾祥子氏（なかお商

会・水土里ネット島根理事）をパネラーに、豊田知世氏（島根県

立大学准教授・水土里ネット島根理事）をコーディネーターとし

『基本法見直しへの提言』をテーマに活発な意見が交わされま

した。 

特に家族で益田市にⅠターンし、専業農家を営んでいる宮川

氏からは、「安定した農業収入を得られれば新規就労者や規模拡

大、労働力確保につながるのではないか」、「消費者は良いもの

を安く買いたいが国産品は値段が高い、生産者としては高く売

りたいという思いが困惑する中でその差を埋める保証制度があ

ればありがたい、そして中山間地で楽しく農業をやりたい」「農

政がややこしいのでシンプルな手続きを」など農業者、主婦、母

としての目線からの切実な意見があり、会場からは賛同の拍手が湧きました。 

最後に島根県土地改良事業団体連合会渡部専務理事から今後の政策立案について地方の声を反

映させて頂くようお願いとお礼が述べられました。 

翌日は、現地研修が行われ、多面的機能支払に取組む活動組織など約８０人が参加しました。 

ルーラル・ミーティングinしまね（R5）開催 
～ 食料・農業・農村基本法の検証・見直しにみる農業・農村のこれから ～ 
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６月１２日、松山市にて中国四国土地改良事業団体連合

会協議会の総会が開催され、本会から高橋常務理事が出席

しました。 

総会は当番県である愛媛県土連の篠原会長の挨拶で始

まり、古賀中国四国農政局次長、笠見愛媛県農林水産部農

業振興局技術監の来賓祝辞の後、議事に入り、農業農村整

備推進の要望、本年度の事業計画について審議が行われ、

各議案とも承認されました。 

議案で承認されました要望項目について、６月２９日に中国四国農政局、７月１０～１１日に農

林水産省、財務省等に対して積極的な要望・提案活動を行うこととなりました。 

その後、中西中国四国農政局設計課長様から、農業農村整備を取り巻く情勢として、食料・農業・

農村基本法の見直し、令和５年度農業農村整備事業関係予算概要などについて説明・報告がありま

した。 

６月６日（火）、しまね水土里女性の会総会を島根県土地

改良会館で開催しました。 

正会員３４名のうち出席者２１名、委任状１３名で令和

４年度活動報告及び会計収入支出決算、規約の一部改正、令

和５年度活動計画（案）及び収入支出予算（案）、役員の選

任について審議され、全ての議案が承認可決されました。 

なかでも土地改良区の女性理事、役員の方々にも女性の

会に加入して頂き、更に活動の幅が広がるよう規約の一部

を改正しました。 

また、２年の任期となる役員選任については、できるだけ

多くの会員に役員として活動に携わってもらうよう会長

（安来市土地改良区 若槻美保さん）ほか新役員が選任さ

れ、今後は新体制で歩みを進められます。 

午後から開催された合同研修会には、とっとり水土里の

女性会会員１４名も参加し、活動報告や情報提供、水土里ネ

ット島根の豊田理事からは「若者の考える農業と男女共同

参画について」講義を受けました。 

 

 

 

中国四国土地改良事業団体連合会協議会総会 開催 

令和５年度しまね水土里女性の会総会及び合同研修会を開催 
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開催日 行  事  等 開催地 

7月 3日(月) 令和５年度県央管内業務説明会及び意見交換会 川本町 

7月 4日(火) 都道府県水土里ネット・会員土地改良区事務責任者会議 ＷＥＢ 

7月13日(木) 
農業農村整備に関する要望活動 

（財務省、農林水産省、国会議員等） 
東京都 

7月25日(火) 令和５年度大田管内業務説明会及び意見交換会 大田市 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活空間 

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttps://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

令和５年度 管内別業務説明会及び意見交換会開催日程決定 

7 月の主な予定 


